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竣工だより(令和5年9月～11月竣工) 令和5年11月末現在

所 在 地 施 設 名 称 構造・規模 延床面積 工 期
(㎡) (令和 年 月)

和歌山県 南紀・はまゆう統合支援学校 新築 RC-3 15,354 1.11～ 5. 9

京 都 府 ＣＯＣＯ・てらす（「地域リハビリテーシ
ョン推進センター」、「こころの健康増
進センター」、「児童福祉センター」）

新築 RC(一部S）-5 12,685 4. 1～ 5.10

富 山 県 高陵クリニック 増改修 S-3(増築） 776
RC(一部S）-3 950 4. 2～ 5.10

(改修）

京 都 府 日本赤十字社 京都府支部 新築 S(一部RC）-2/1 2,179 4. 4～ 5.10

前号 追加

所 在 地 施 設 名 称 構造・規模 延床面積 工 期
(㎡) (令和 年 月)

〈追加〉
岩 手 県 ウエキコーポレーション

北上営業所事務所棟 新築 S-2 407 4. 9～ 5. 8

奈 良 県 南奈良総合医療センター
発熱外来棟 増築 RC-2 540 4.11～ 5. 8
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新年明けましておめでとうございます。

２０２４年の年頭にあたり、謹んでご挨拶申し上げ
ます。

昨年は新型コロナウイルス感染症の影響が沈
静化し、国内の景気は緩やかな回復基調となりまし
た。しかし一方で、国際情勢は一段と厳しさを増し、
資源・エネルギー価格の上昇、円安の進行により、
依然として先行きの不透明感を払拭できる状況には
ありません。

建設市場におきましても、資材高騰に加え、人材

本年も「楽しく、愉快に」をモットーに、一歩先を

見据え、積極的に物事に取り組み、お客様に信

託される「内藤建築事務所」を更に飛躍させていく

所存でございます。

皆様にとって幸多き一年となりますことをお祈り

申し上げます。

本年もご指導のほどよろしくお願いいたします。

令和 ６年 １月 ４日

代表取締役社長 川本雄三

不足、働き方改革による２０２４年問題を目前に控え、労務コストの上昇が見込まれ、
プロジェクトの中断・延期が懸念されます。

ただ、どのような社会情勢に直面しようとも、我が社の経営理念「顧客の信頼を得、
質の高い建築物の創造をもって、社会に貢献する」は、揺るぎません。我々の仕事は
言うまでもなく「お客様の思いを知恵とチームワークで形にすること」です。

「顧客満足なくして社員満足なし」、これが当社の真髄です。日々、誠実に対話の
設計を積み重ね、お客様の信頼が得られるよう努力してまいります。そのことが必ず、
社員一人ひとりのモチベーションアップに繋がります。当社は社員がやりがいを感じられる
方策の一環として、多様な「働き方改革」の取り組みを始めております。

諸先輩方の努力に敬意を表し、当社の理念を次世代へ継承し、優しさと厳しさのバラ
ンスがとれた会社を目指してまいります。
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実績紹介（まちなかリビング北千里）

北東面外観

南東面夕景

北東面遠景

ウエルカムホール おはなしスペース ブラウジング

敷地がある大阪府吹田市古江台は、阪急電鉄千里線の終着駅である北千里駅前に

近接し、本施設は2009年に閉校となった旧吹田市立北千里小学校跡地の一部に計画

された。子育て世代の増加や高齢化進行への対応が課題となっている北千里地域に

おいて、「複合施設による子育て・学びの拠点づくり」をコンセプトに計画された

図書館、公民館、児童センターから成る複合施設。ひとつの施設に機能を集約する

ことで様々な年代の人々が交流し地域活動がつながる、各機能を融合した今後の千

里ニュータウン再生のひとつのモデルとして、複合的なコミュニティ醸成機能を持

つ施設として計画された。

設計方針としてはリビングが家族の結びつきを育む場であるように、ここを気軽

に訪れ、集い、ふれあい、ともに心を育む、すべての人のための「まちなかリビン

グ」の実現を目指した。具体的には複合施設の共有空間に図書館の書架を配置し、

図書館を媒体として公民館、児童センターがゆるやかにゾーニングされながらまじ

りあうことで、各機能が融合し、多世代が出会い、つながり、交流する滞在型施設

になることを目指した。設計段階では市民ワークショップを計６回実施し、３つの

機能についての要望及び検討課題、複合化におけるゾーニング計画等について理解

を深めることができた。

令和元年度に開催された「吹田市公共施設等への能勢町産材等木材利用推進検討

会議」において、本施設がモデル施設として位置づけられ、木造化・木質化の２つ

の観点から地域産材をふんだんに活用した計画としている。

ウェルカムホールを構成する集成材柱及び、最大8.0ｍのスパンのCLT大屋根によ

り、屋内外の連続した開放的な空間を創出している。構造的にはCLT版によって木

造部分の水平力をRC造へ伝達させて合理的な構造計画として計画した。

多世代交流の拠点として地域の方々に愛され、そこから世代を超えたさらなるコ

ミュニティが生まれることを期待している。

ヒトとマチをつなぐ居心地の良いヒトとマチをつなぐ居心地の良い

「まちなかリビング」「まちなかリビング」

◆建築概要
所 在 地：大阪府吹田市古江台
建 築 主：吹田市
敷地面積：５，２５０㎡
延床面積：３，０７０㎡
構造規模：ＲＣ造（一部Ｗ・S・ＰＣ・アルミ造）２Ｆ／Ｂ１Ｆ
竣 工：令和４年７月
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実績紹介（介護医療院すまいれすと夢野）

東面外観

アプローチ

ヒーリングガーデン

療養室４床（３階） 特別室（３階） エントラスホール（１階）

長年地域に方々に親しまれた中学校跡地であり、特に高齢化が進む住宅街である

ことから、本計画地への地域住民の関心は高く、本施設の移転には様々な期待を寄

せられた。「看取り・ターミナル」という言葉を伴う介護医療院は創設から間もな

い事もあり、住民理解を得ることが難しいとの懸念もあったが、「地域に貢献し地

域に開かれた交流施設」の理念に基づいて、度重なる住民説明会を経て地域の理解

と協力を得ている。

外観は学校の面影を残したスクエアデザインとし、旧正門前には新たなエントラ

ンスゲートを設え、住まいとしての風格を醸している。また、地域開放するヒーリ

ングガーデンには四季折々の樹木と旧中学校にあった土俵をイメージした四阿があ

り、地域住民や利用者とその家族、施設職員を含めた全ての人の癒しとなる願いが

込められている。

１階は地域開放できる多目的ホールを外部からアクセスしやすい南東部に配置

し、機能訓練室と一体利用できるようにした。

１フロア６０床の療養棟は、山と海を内装コンセプトに４床室・２床室・個室・

特別室の４種類の部屋で構成している。

４床室は上質な間仕切り家具でプライバシーと各ベッドへの採光を確保しており、

ベッド廻りの居住環境に配慮した。また、食堂機能訓練室は南側に配置し、面会に

来る家族と共に神戸の海と街を楽しむことができる。

屋上階の屋上庭園は神戸港を一望できるロケーションを活かしており、患者や家

族、地域住民が故郷の景色を楽しめるようにした。

地域全体に親和する新たな地域健康コミュニティステージ地域全体に親和する新たな地域健康コミュニティステージ

◆建築概要
所 在 地：兵庫県神戸市兵庫区熊野町
建 築 主：医療法人社団良清会
敷地面積：１５，３３０㎡
延床面積：７，８５３㎡
構造規模：ＲＣ造（一部Ｓ造）５Ｆ
病 床 数：２４０床
竣 工：令和４年１２月
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瀧尾神社は、京阪電車の東福寺駅から本町通りを北へ３分ほどのところにあります。創建や由来は不詳ですが、

平安末期に書かれた「源平盛衰記」には旧名の「武鶏ノ社」の記述があります。その後、多景の社と改称、天正

１４年（１５８６）に豊臣秀吉の方広寺大仏殿建立に伴って、東大路五条あたりより現在地に移されました。江

戸時代の初め、宝永年間に江戸幕府の命令により改築され、現在の瀧尾神社と改称されました。

拝殿の天井には、江戸時代後期の彫物師（ほりものし）、九山新太郎による全長８メートルの木彫りの巨大な龍

が飾られています。龍のあまりの迫力に「夜な夜な川へ水を飲みに行っている」と噂が広がり、神社は拝殿の天

井に金網を付けて龍を閉じ込めました。（現在は金網は外されています）

彫物師の九山家は当主が代々九山新之丞を名乗り、祇園祭に登場する大船鉾の龍頭も手がけたとされています。

大船鉾の龍頭復元のおりも現在の九山新之丞が作成されました。

祇園祭の大船鉾の龍頭は瀧尾神社の

龍をモデルに作成されました。

瀧尾神社の御利益は商売繁

盛です。享保2年（1717）大丸

の創業者の下村彦右衛門は、

伏見京町に呉服店「大文字屋」

を開業、行商の道中にあった

瀧尾神社に毎朝欠かさずにお

参りしていました。後に大丸

が繁栄したことから瀧尾神社

のおかげと、天保10年（1839）

下村家が２５００両を寄進し、

本殿、拝殿、手水舎、絵馬舎

が整備されました。
絵馬舎にある1912年完成の京都大丸。

設計はウィリアム・メレル・ヴォーリズです

瀧尾神社 Takio-jinja Shrine
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三門（国宝）
元和 7 年(1621)建立。浄土宗の寺院に禅宗三門形式が最初に用いられ
ました。三門は三解脱門（さんげだつもん）の略です。

御影堂（みえいどう）（国宝）
現在の御影堂は、寛永 16年(1639)に徳川三代将軍家光が建立。元祖法
然上人の御影(像)が安置されています。

■京名物いもぼう
知恩院の三門からすぐのところにある「平野家本家」。一子相伝

で代々受け継がれてきた名物料理「いもぼう」があります。伝統の
ほんまもんの「京の味」を頂けます。吉川英治、川端康成など多く
の文豪にも愛され、また松本清張の推理小説の舞台として登場しま
した。

方丈庭園 友禅苑

山亭庭園からの展望 三門と紅葉



内藤建築事務所

■本社
〒606-8202
京都市左京区田中大堰町182
TEL：075-781-4111／FAX：075-701-2423
E-Mail：kyoto@naito-archi.co.jp

■東京本社
〒104-0032
東京都中央区八丁堀3-12-8 HF八丁堀ビルディング6階
TEL：03-5543-2131／FAX：03-5543-2135
E-Mail：tokyo@naito-archi.co.jp

■東京事務所
〒104-0032
東京都中央区八丁堀3-12-8 HF八丁堀ビルディング6階
TEL：03-5543-2131／FAX：03-5543-2135
E-Mail：tokyo@naito-archi.co.jp

■名古屋事務所
〒460-0003
名古屋市中区錦1-7-32 名古屋SIビル5階
TEL：052-212-4645／FAX：052-212-4051
E-Mail：nagoya@naito-archi.co.jp

■大阪事務所
〒541-0045
大阪市中央区道修町1-4-6 ミフネ道修町ビル5階
TEL：06-6203-7110／FAX：06-6203-7122
E-Mail：osaka@naito-archi.co.jp

■広島事務所
〒732-0052
広島市東区光町1-13-20 ディア・光町3階
TEL：082-568-5544／FAX：082-568-5545
E-Mail：hiroshima@naito-archi.co.jp

■九州事務所
〒812-0011
福岡市博多区博多駅前1-14-16 博多駅前センタービル5階
TEL：092-441-6836／FAX：092-451-4860
E-Mail：kyushu@naito-archi.co.jp

■静岡事務所
〒420-0859
静岡市葵区栄町2-5 アークビル5階
TEL：054-253-6347／FAX：054-255-7859

■奈良事務所
〒634-0078
奈良県橿原市八木町1-7-3 橿原ビル4階
TEL：0744-29-0322／FAX：0744-25-7159

■四国事務所
〒781-0806
高知市知寄町2-2-41 知寄町マンション2階
TEL：088-883-4280／FAX：088-883-4272

■南九州事務所
〒892-0877
鹿児島市吉野4-3-17
TEL：099-294-0311／FAX：099-294-0311

■長野営業所
〒381-0043
長野市吉田3-14-17
TEL：026-241-0590／FAX：026-241-1245

■福井営業所
〒918-8112
福井市下馬2-812
TEL：0776-43-6027／FAX：0776-43-6029

■神戸営業所
〒650-0012
神戸市中央区北長狭通5-5-12
TEL：078-367-6255／FAX：078-367-6256

■和歌山営業所
〒640-8354
和歌山市北ノ新地東ノ丁1
TEL：073-435-6080／FAX：073-435-6101

■長崎営業所
〒852-8023
長崎市若草町13-3
TEL：095-844-5151／FAX：095-844-5151

■宮崎営業所
〒886-0006
宮崎県小林市北西方3000-1
TEL：0984-27-2485

■本社

■東京本社


